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１．はじめに 
 情報企業における資産には建物・コンピュータや通

信機器などのハードウエア資産と顧客･技術･製品情報

などの知識資産およびこれらを取扱う人的資産がある

が、これらの中で最も重要なものは知識を生み出す人

的資産であろう。 
 人的資産管理のために企業では各個人が持つ技術情

報の蓄積･利用、裁量労働制に伴う社員の業績管理が普

及しており、今後ますます人的資源の適正配置・考課、

蓄積された知識の有効利用、企業理念･方針の周知･徹

底が情報企業の存続･発展を左右することとなろう。 
 このような観点より、我々は社員が各年度に記載し、

これを上長が面接・評価する「業務管理シート」をベ

ースとした「業務データ知識管理システム JD-KMS：
a Job Data Knowledge Management System」を開発
した。以下に本システムの方式と機能、操作の概要に

ついて述べる。 
２．業務管理シート 
 図１に本システムで使用する「業務管理シート」の

形式を示す。①は所属､氏名など、②は所属する組織の

目標、③は上長方針(Read Only）、④は自己の業績目標
と達成基準、⑤は上長の評価とコメント欄である。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各社員は期首初めに、Web上で自己の「管理シート」
を呼出し、上長の方針③に対応する組織の目標②と自

己の業績目標④などを記入する。上長は部下に対する

方針を他画面に記入すると共に部下のシートを参照し 

 
て面談し、必要なコメントを記入する。また期末には

部下の業績を評価し、達成度他を記入する。 
３．システムの構成と機能 
 図２に本システムの構成を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．業務デー

タ知識管理シス

テム (JD-KMS)
の構成 
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 このシステムの操作と機能は次の通りである。 
１）社員がWeb上で認証を受けると、自己のポータル
画面が表示される(図３参照）。このポータル画面は社
員の役職によって異なりこの例は部下を持つ例である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．業務管理シート①

② ③ 

④-2 ④-1 ⑤-1 ⑤-2
２）社員がポータル画面の「業務シー

すると、図１の業務管理シートが表示

な白枠の部分に自己の目標等を書く。

期中、期末で異なり、シートの各セル

によりRead/Writeのアクセス権が設
３）社員がこのシートを登録するとワ

により上長に通知され､上長は図３の「

部下のシートを表示し、コメントや評
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４）他に各種の検索機能があり、組織や各員の業務目

標の検索や上長の方針がどこまで末端に浸透している

かなどを表示する機能がある。 
 一般に大量に蓄えられた情報を検索するためには、

①検索範囲、②検索条件、③検索結果の表示形式の指

定が必要である。①の検索範囲は組織の役職により異

なり､原則的には自分より以下の部下の検索表示のみ

を可能としている（人事部門は例外扱い）。 ②の検索

条件には、(1)個人検索、(2)組織検索、(3)業務検索（キ
ーワード検索）、(4)達成度比較検索（検索範囲内での達
成度でソート）、(5)昨年度比較（昨年度シートと比較表
示）、(6)組織目標一致検索（上長の方針が末端まで浸透
しているかを表示） などがある。 ③の検索結果表

示には、(1)リスト表示（組織内業績目標を人の ID で
ソート）、(2)構造化表示（組織を階層化して再帰的に表
示）、(3)グラフィカル表示（組織を2次元に階層化して
再帰的表示：行が下位で列が上位階層） がある。 
 組織検索の例として、ある組織の構造化表示を図 4
に、グラフィカル表示を図5に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6に組織目標一致検索の例を示す。本機能は、部
下を持つ管理者の場合、その管理者はシートに既に記

載されている上長の方針（図１の③）と関係づけて自

己の組織の組織目標（図１の② 最大 5項目）を書く
共に自己の目標に関連づけた部下に対する方針（別画

面 最大 8項目）を書く。このように上長の方針を自
己の組織目標に、および自己の組織目標を部下に対す

る方針に関係づけることにより、上長から部下へ再帰

的に上長の方針を辿ることができ、上長の方針がどの

ように下位の組織に浸透しているかを把握することが

できる。従って、最上階層の社長は組織目標を持たず、

また、末端階層の担当者は方針を持たない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階層１ Ａ氏 方針 
階層２ B氏 目的１ 

図6. 組織 
目標一致検索 階層２ B氏 目的2 

階層２ B氏 方針１ 

階層３ Ｃ氏 目的１ 
階層３ Ｃ氏 方針1 

階層４ Ｄ氏 目標1 

階層４ Ｄ氏 方針１ 図 4-1. 組織の構造化表示 統括部､
センタを開き､部を折り畳んだ表示 階層５ Ｅ氏 目標1 

階層５ Ｅ氏 目標２ 

 図６において、最上位階層はＡ氏の方針で、この方

針に対して部下のＢ氏には２つの目標がある。Ｂ氏の

目標２に対してＢ氏の方針１があり、この方針を受け

てＣ氏は目標１と方針１を設定している（Ｂ氏の目標

１に対しては展開表示されていない）。Ｃ氏の方針を受

けてＤ氏が目標１と方針１を設定し、この方針に対し

てＥ氏が２つの目標を定めている。 

図4-2. 組織の構造化表示 
図4-1の部を展開した表示 

４．おわりに 

現在、本システムは基本部分の開発を終了して評価

の段階にあり、組織目標一致検索や構造化表示で好評

を得ている。しかし、組織変更や兼務者･出向者の取扱

い、年度毎の業績履歴管理などの課題が残っており、

これらを開発して実用化し、更なる意思決定の迅速化、

人材の適正評価・配置を推進する計画である。 

列は部を行は課を示し、セルの値は所属する課

の人数、右の表は所属する人の氏名を表す。マ

ンナンバを押すとその人のシートを表示する 

最後に本開発を勢力的に実施した当研究室４年生の

矢瀬正行氏、藤森直由氏に謝意を表する。 

図 5-1. 組
織のグラ

フィカル

表示（折畳

んだ表示）
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